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ベトナム通信 〜当社グループ現地スタッフによる最新情報〜 

＜情報提供資料＞ 

ナノコバックス（Nanocovax）はホーチミン市の製薬企業「ナノゲン（Nanogen）」社が開
発中のコロナウイルスのワクチンです。ナノコバックスの治験状況は当初の計画と⽐べて少し遅れ
ていますが、これまでの進捗は以下の通りです。 

第 1 相臨床試験では、各グループへの１回⽬の接種は前のグループの注射が完了してから最
低 72 時間の反応を観察しながら進められている。⼀⼈の被験者に対して 1 回⽬の接種の後
28 ⽇の間隔をおいて 2 回⽬の接種を実施。各被験者の観察期間は約 56 ⽇とされていて、
全体で 4-6 か⽉の観察期間となる予定。第 1 相試験は 21 年 3 ⽉〜4 ⽉に終わる計画とな
っています。 

 

今まで接種された 40 ⼈のうち、約 60-70％に副作⽤があったと報告されていますが、多くは
37.1-37.8 度の軽く発熱した程度で解熱剤を必要とする程度には⾄りませんでした。また、接
種局所での腫脹・痛みがあることも認められています。これらは通常の反応・副作⽤の範疇の収
まるもので⼼配の必要はないとされています。 

 

コロナワクチンの治験状況 
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ベトナム通信 〜当社グループ現地スタッフによる最新情報〜 

＜情報提供資料＞ 

全体の臨床試験は 3 相に分けられています。 

第 1 相=4 か⽉︓ワクチンの安全性の確認期間、被験者 60 名 

第 2 相=4 か⽉︓最も効果が⾼いと思われる投薬量につきさらに、被験者 400-600 名 

第 3 相=8 か⽉︓ワクチンの安全性、免疫誘導性と効果の再評価、被験者 1,500-3,000
名（場合によっては 1 万ー3 万まで接種拡⼤） 

ワクチン開発については、さらに、今⽉中に
もう⼀つの新しいワクチンが治験段階に進
むとみられています。ワクチン・⽣物学的製
剤研究所（IVAC）が医療省に 1 ⽉中
に COVIVAC というワクチンの治験の許可
を申請すると今⽉ 3 ⽇のニュースで報じら
れました。許可がおりれば、1 ⽉中には治
験が開始される予定です（これは当初の
計画より 2 か⽉早いものです）。 

計画によれば、IVAC はハノイ医科⼤学と国⽴衛⽣疫学研究所（NIHE）と提携して、ワクチ
ンの治験を⾏います。ワクチンは、1mcg と 3mcg に分けられ、治験⼿順は先述のナノコバック
スの治験と同様に 3 段階・3 相に分けられることになっています。各被験者が 28 ⽇間隔で 2
回接種されるのも同じです。第 1 相は 21 年 4 ⽉に終了する計画。順調に進めば、この 2 番
⽬のワクチンは 21 年末に市場への供給が可能となる予定です。 

 

【写真提供︓JVRC】  http：www.capital-am.co.jp                                        以上        


